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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年7月19日(2018.7.19)

【公表番号】特表2017-526753(P2017-526753A)
【公表日】平成29年9月14日(2017.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2017-035
【出願番号】特願2016-571093(P2016-571093)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 293/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/80     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/78     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  10/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  50/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/54     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  293/00     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   21/80     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   21/78     　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｆ
   Ａ６１Ｂ   10/00     　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ   51/06     ２００　
   Ａ６１Ｋ   51/12     ２００　
   Ａ６１Ｋ   50/00     ２００　
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  220/34     　　　　
   Ｃ０８Ｆ    8/30     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   69/54     ＣＳＰＺ
   Ｃ０９Ｋ   11/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月1日(2018.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：
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【化１】

（Ｖ）
のポリマーであって、
式（Ｖ）において、
　Ｒ１は、水素、アルキル（Ｃ≦１２）、シクロアルキル（Ｃ≦１２）、置換アルキル（

Ｃ≦１２）、置換シクロアルキル（Ｃ≦１２）、または

【化２】

或いは金属キレート基であり；
　ｎは１～５００の整数であり；
　Ｒ２及びＲ２’は、それぞれ独立して、水素、アルキル（Ｃ≦１２）、シクロアルキル

（Ｃ≦１２）、置換アルキル（Ｃ≦１２）、または置換シクロアルキル（Ｃ≦１２）から
選択され；
　Ｒ３は、式：

【化３】

（ＩＩ）
の基であり、
式（ＩＩ）において、
　ｎｘは１～１０であり；
　Ｘ１、Ｘ２、及びＸ３は、それぞれ独立して、水素、アルキル（Ｃ≦１２）、シクロア
ルキル（Ｃ≦１２）、置換アルキル（Ｃ≦１２）、または置換シクロアルキル（Ｃ≦１２

）から選択され； 
Ｘ４はペンチル、ｎ－プロピル、またはエチルであり； 
Ｘ５はペンチルまたはｎ－プロピルであり；
　ｘは１～１００の整数であり；
　Ｒ４は、式：
【化４】

（ＩＶ）



(3) JP 2017-526753 A5 2018.7.19

の基であり、
式（ＩＶ）において、
　Ｙ１、Ｙ２、及びＹ３は、それぞれ独立して、水素、アルキル（Ｃ≦１２）、シクロア
ルキル（Ｃ≦１２）、置換アルキル（Ｃ≦１２）、または置換シクロアルキル（Ｃ≦１２

）から選択され；
Ｙ４は、水素、アルキル（Ｃ≦１２）、アシル（Ｃ≦１２）、置換アルキル（Ｃ≦１２）

、置換アシル（Ｃ≦１２）、色素、または蛍光消光剤であり；そして
ｙは１～６の整数であり；そして
Ｒ５は、水素、ハロ、ヒドロキシ、アルキル（Ｃ≦１２）、または置換アルキル（Ｃ≦１

２）である、ポリマー。
【請求項２】
　Ｙ４が蛍光色素である請求項１に記載のポリマー。
【請求項３】
　前記蛍光色素が、インドシアニングリーンである請求項２に記載のポリマー。
【請求項４】
　Ｒ１はアルキル（Ｃ≦１２）である請求項１に記載のポリマー。
【請求項５】
　Ｒ２及びＲ２’は、それぞれアルキル（Ｃ≦１２）である請求項１に記載のポリマー。
【請求項６】
　Ｒ３は
【化５】

である請求項１に記載のポリマー。
【請求項７】
　Ｘ４及びＸ５は、それぞれペンチルである請求項６に記載のポリマー。
【請求項８】
　Ｘ４及びＸ５は、それぞれｎ－プロピルである請求項６に記載のポリマー。
【請求項９】
　Ｘ４はエチルであり、Ｘ５はｎ－プロピルである請求項６に記載のポリマー。
【請求項１０】
　前記ポリマーが、ＰＥＯ１１４－Ｐ（Ｄ５Ａ８０）、ＰＥＯ１１４－Ｐ（Ｄ５Ａ１００

）、ＰＥＯ１１４－Ｐ（ＤＰＡ８０）、ＰＥＯ１１４－Ｐ（ＤＰＡ１００）、ＰＥＯ１１

４－Ｐ（ＥＰＡ８０）及びＰＥＯ１１４－Ｐ（ＥＰＡ１００）である請求項１に記載のポ
リマー。
【請求項１１】
　前記ポリマーが、ＰＥＯ１１４－Ｐ（ＥＰＡ４０－ｒ－ＩＣＧ１）、ＰＥＯ１１４－Ｐ
（ＥＰＡ６０－ｒ－ＩＣＧ１）、ＰＥＯ１１４－Ｐ（ＥＰＡ８０－ｒ－ＩＣＧ１）、また
はＰＥＯ１１４－Ｐ（ＥＰＡ１００－ｒ－ＩＣＧ１）である請求項１に記載のポリマー。
【請求項１２】
　式：
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【化６】

のポリマーであって、
上式において、
　ｘが３０～１５０の整数であり、ｙが１または２の整数であり；ｘ及びｙが当該ポリマ
ー全域にランダムに分布し；そしてＩＣＧが蛍光色素インドシアニングリーンである、ポ
リマー。
【請求項１３】
　式：
【化７】

のポリマーであって、
上式において、
　ｘが４０～１２０の整数であり、ｙが１、２または３の整数であり；Ｙ４が蛍光色素イ
ンドシアニングリーンである、ポリマー。
【請求項１４】
　前記ポリマーが、ＰＥＯ１１４－Ｐ（Ｃ７Ａ４０－ｒ－ＩＣＧ３）、ＰＥＯ１１４－Ｐ
（Ｃ７Ａ６０－ｒ－ＩＣＧ３）、ＰＥＯ１１４－Ｐ（Ｃ７Ａ８０－ｒ－ＩＣＧ３）、ＰＥ
Ｏ１１４－Ｐ（Ｃ７Ａ１００－ｒ－ＩＣＧ３）、またはＰＥＯ１１４－Ｐ（Ｃ７Ａ１２０

－ｒ－ＩＣＧ３）である請求項１３に記載のポリマー。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載の１種以上のブロックコポリマーを含むミセル。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のミセルを含むｐＨ応答性組成物であって、Ｙ４が色素であり、ミセ
ルがｐＨ転移点及び発光スペクトルを有する、ｐＨ応答性組成物。
【請求項１７】
　（ａ）請求項１６のｐＨ応答性組成物を細胞内または細胞外の環境と接触させる工程、
　（ｂ）細胞内または細胞外の環境からの１つ以上の光シグナルを検知する工程であって
、その光シグナルの検知が、ミセルがそのｐＨ転移点に到達し、解離したことを示す、工
程、を含む細胞内または細胞外の環境のｐＨをイメージングする方法における使用のため
の、請求項１６に記載のｐＨ応答性組成物。
【請求項１８】
　細胞内の環境は細胞の一部である請求項１７に記載のｐＨ応答性組成物。
【請求項１９】
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　細胞外の環境が腫瘍または血管細胞である請求項１７に記載のｐＨ応答性組成物。
【請求項２０】
（ａ）請求項１６に記載のｐＨ応答性組成物を有効量で患者に投与する工程；　
　（ｂ）患者の１つ以上の光シグナルを検知する工程であって、その光シグナルは腫瘍の
存在を示す、工程；及び
　（ｃ）腫瘍を手術により切除する工程、を含む患者の腫瘍を切除する方法における使用
のための、請求項１６に記載のｐＨ応答性組成物。
【請求項２１】
　前記腫瘍が、がんによるものであり、前記がんが、乳がん、頭頸部がん、または結腸直
腸の腹膜転移である請求項１６に記載のｐＨ応答性組成物。
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